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造影ＣＴ、ＭＲＩ御依頼時の腎機能検査、ビグアナイド系糖尿病薬休薬について

平素より画像撮影のご依頼ありがとうございます。
造影剤使用のガイドラインの変更と大学病院の造影剤のルール変更に伴い、下記のように変更させていただきたく存じます。これからのご依頼から以下のようにお願い申し上げます。ＧＦＲの値は原則として、依頼日から３か月前までの値とさせていただきます。多少煩雑とはなりますが、ご協力のほどお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

・ＧＦＲ値について
1. 患者の年齢が70歳以上でＧＦＲが45未満の場合
補液もしくは飲水を行う
1. 患者が糖尿病を有し、ＧＦＲが30以上60未満の場合
補液もしくは飲水を行う
1. ＧＦＲが30未満の場合
基本的には造影は行わない

・ビグアナイド系糖尿病薬について
ＧＦＲが60以上ある場合は、休薬は不要とする。
60未満の場合は以前と同様に検査前後２日休薬する。

・造影ＭＲＩ御依頼時の腎機能検査、ビグアナイド系糖尿病薬休薬について
造影ＭＲＩについてはＧＦＲが30以上なら、年齢、糖尿病薬服用関係なく使用可能です。
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